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2-3 65 歳以上男性の労働力率 

 

 
関連表  p.70 「第 2-11-2 表 性別・年齢階級別労働力率」 

65歳以上の高齢者の労働力率は、北米、EU諸国では概して低く、日本、韓国などのアジア地域は欧米

諸国より高い水準にある。男女別にみるととくに男性でその傾向が顕著であり、上図に示したとおり、2024年

の65歳以上男性の労働力率は、韓国で48.2％、日本で35.0％となっているのに対し、アメリカでは23.4％、

カナダでは19.2％、イギリスでは14.8％などとなっている。経済発展の度合いだけではなく、地域性・国民性の

違いなども反映したものといえるだろう。 

内閣府の国際比較調査の結果をみても、年代別にみた「退職した年齢」の回答で「まだ仕事を辞めていな

い」が、日本では65～69歳で3割、70～74歳で2割強を占めるなど、調査対象国の中で比較的高いことがみ

てとれる（p.137 「第3-14表 高齢者の退職年齢」参照）。 

  

44.2 

37.0 

15.8 

11.4 

8.5 

5.1 4.8 

48.2 

35.0 

23.4 

19.2 

14.8 

12.3 

5.5 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

韓国 日本 アメリカ カナダ イギリス ドイツ フランス

%

1985 2024年

データブック国際労働比較2026｜労働政策研究・研修機構 (JILPT)




